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令和５年度 全九州高等学校体育大会 

 第６６回全九州高等学校登山競技大会 予報１号 

福岡県高体連登山専門部 

 

 英彦山の地理と歴史 

はじめに  

  英彦山は古来神仏が宿る山であった。太陽神である天照大神
あまてらすおおみかみ

の子、天忍穂耳命
あめのおしほみみのみこと

が英彦山北岳に天下

ったという伝承があり、日の子の山、すなわち日子山と呼ばれた。やがて「彦山」と書くようになり、

江戸時代の享保１４年（１７２９年）には霊元法皇より「英彦山」と表記するよう勅許を賜った。また、

「英彦山三千八百坊」という言い方も残っている。これは英彦山の山内
さんない

に八百の坊舎があり、三千人の

人々が住んでいたという意味である。英彦山は山形県の出羽三山、奈良県の大峰山と並ぶ日本三大修験

道場とされていた。 

 こうした由緒ある英彦山とはどういう山であるのか、様々な方面から説明をしていきたい。 

 

１ 英彦山の概要 

 英彦山は福岡県と大分県の県境にそびえている。旧国名で言えば豊前国、筑後国、豊後国の三国にま

たがっている山域である。詳しい歴史は後で述べるが、英彦山神宮の前身、英彦山霊仙寺は鎌倉時代に

は七里四方（一辺約３０ｋｍ四方）に及ぶ広大な領地（寺領）を持っていた。江戸時代になると寺領は

削られたが、山頂から半径５ｋｍ程度の地域は英彦山領であった。そのため現在でも福岡県、大分県の

英彦山付近は県境未定地域となっている。 

また英彦山は巨大な分水嶺でもあり、福岡県側の北斜面に降った雨は遠賀川
お ん がか わ

となって玄界灘に、ある

いは今川となって周防灘
す お うな だ

に注ぎ、大分県側の南斜面に降った雨は筑後川となって有明海に､あるいは

山国川
やまくにがわ

となって周防灘
す お うな だ

に注いでいる。 

 山容の概略を言えば、北斜面は比較的なだらかであるが、南斜面は急峻で生活に適さない。従って、

古来集落は北斜面に集中し、南側は裏英彦山と呼ばれて人跡のまばらな地域である。東は鷹
たか

ノ
の

巣山
す や ま

を経

て犬が岳、求菩提山
く ぼ て さ ん

へ、西は岳滅鬼山
が く め き や ま

、釈迦ケ岳
し ゃ か が だ け

と千メートル程度の山並みが連なっている。 

 北九州から英彦山に向かうと田川市に入った辺りから、地平線に英彦山三峰が突出し、その左手に鷹

ノ巣山の三つの突起が並んだ印象的な景観が現れてくる。この特異な山容から、昔の人々は英彦山を神

宿る地として崇拝し信仰の聖地とした。英彦山では、聖なる地域と俗なる地域は、四土結界
し ど け っ か い

と呼ばれた

目に見えない線で区別されていた。聖なる地域では信仰や修行以外の人間の営みは禁止され、田畑を作

ることもできなかった。結界の下の地域は「英」の文字をつけずに「彦山」と表記し、結界から上の地

域は「英彦山」と表記していた。その名残は今でも残っていて、彦山川や彦山駅は「英」の字をつけず

に表記する。下の地域には、北坂本、南坂本、唐ヶ谷
が ら がた に

などの集落がある。これらの集落は結界から上に

住む人々の食糧や生活必需品の補給基地として重要な役割を担っていた。 

 国道５００号線に沿って上っていくと銅鳥居
かねのとりい

に着く。ここから上が、かつての聖なる地域で、英彦山

神宮の正殿奉幣殿
ほうへいでん

まで約１キロの参道「桜の馬場」が一直線に上っている。また、参道の右手には２０

０５年（平成１７年）に開通したスロープカーが通っている。参道の両側には、昔は坊舎
ぼうしや

と呼ばれる神

道･仏教･修験道の宗教施設が集中し、英彦山信仰の中心地であった。明治初期の「坊中屋敷図」による
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と参道の右側に二筋、左側に二筋の通りが並行し、百を超える坊舎が立ち並んでいた。江戸時代にはも

っと多くの坊舎がひしめいていたという。明治時代になって坊舎はさびれ、禁制も消滅してほとんどの

坊舎跡が水田になったが、現在は過疎の影響で稲作をする人がいなくなり、草が生い茂った平地
ひ ら ち

だけが

夢の跡のように残っている。 

 参道の中程に土産物店が向かい合っているところがあるが、この場所は江戸時代に豊前小倉藩主の小

笠原氏が作った「彦山町
ひこさんまち

」と呼ばれる場所で、英彦山の中で唯一土産物の販売や歌舞音曲が許された地

域であった。この彦山町は、伊勢神宮の「おかげ横丁」のような機能を持っていた。その伝統を継いで、

昭和の頃は８軒の旅館が建ち並びたいへんな賑わいであったが、現在営業している旅館はない。 

 現在英彦山の産業としては林業しか残っていないが、かつては県内有数の観光地だった。昭和３０年

代には年間の観光客が２０万人を越えていたというデータが残っている。しかし時代の流れとともに、

人々の関心は派手で豪華な観光地に向かい、神社や古寺、修験道遺跡、山中の古道といった、もの静か

で渋い英彦山の味わいは好まれなくなった。だが、最近になって、こうした古いものへの好尚がもどり

つつあり、マスコミでもしばしば取り上げられている。現在添田町や英彦山神宮を中心として、かつて

の賑わいを取り戻そうという試みがなされている。大会に参加する方々は、英彦山の山中に静かに眠っ

ている古い文化の香りに、ぜひとも触れていただきたい。 

 

２ 山岳と登山道について 

 英彦山の本体は中岳（1,188m）、北岳（1,192m）、南岳（1,199.5m）の三峰であり、付属するピーク

として上仏来山
か ん ぷ く や ま

（685m）、黒岩山（878m）、障子ヶ岳（948m）、鹿
しか

の角
つの

（1,071m）などがある。英彦

山の東は鷹ノ巣山に、西は岳滅鬼山
が く め き や ま

へと続いている。鷹ノ巣山は西から一ノ岳、ニノ岳、三ノ岳という

三つのピークからなる。英彦山の溶岩台地が侵食されてできたビュートの山で、国の天然記念物である。

最高峰は三ノ岳（990m)で、一ノ岳（979.3m）には三角点がある。また、岳滅鬼山（1,036.7m）は福岡、

大分県境にある山で、県境尾根をたどって釈迦ケ岳、大日岳と山並みが続いている。 

 国道５００号線ができる以前、肥前（長崎、佐賀県）や筑前、筑後（福岡県）からの英彦山詣での旅

人は、小石原経由で貝吹き峠を越え、汐
しお

井川
い が わ

でみそぎをして身を清めた後、対岸の南坂本に渡り、雲母坂
き ら らざ か

、

唐ヶ谷、銅鳥居を経て奉幣殿（当時は英彦山霊仙寺
りょうせんじ

講堂）に参拝した。ここから急な石段を上ると、下

宮、中宮、産霊
む す び

神社を経て中岳山頂の上宮
じょうぐう

に達する。これは通称「中道
なかみち

」と呼ばれ、古来英彦山の幹線

である。 

 この中道に沿って登ると、三つの結界線を越えて四つの土地を踏んでいくことになる。初めの結界線

は銅鳥居で、ここから下は凡聖同居土
ぼんせいどうきょど

と呼ばれ、俗人・凡人と聖者がともに同居している土地。銅鳥居

から上は方便浄土
ほうべんじょうど

と呼ばれ、修行者が住む仮の浄土。「彦山町」の上の石の鳥居を越えると実報荘厳土
じっぽうしょうごんど

と呼ばれ、修行専念の聖域で菩薩界
ぼ さ つか い

とされた。さらに

産霊神社の上の木の鳥居を越えると常寂光土
じょうじゃくこうど

と呼ば

れる永遠絶対の浄土、すなわち仏界に至るとされ、唾

を吐くことすら禁じられていた。 

 かつて、産霊神社から上は千本杉と呼ばれる杉の巨

木の森で、「常寂光土」にふさわしい神秘的な場所で

あったが、平成３年の台風１９号でほとんどの杉が倒

れてしまい、現在は白骨化した巨木がまばらに立つ草 現在，修復工事中の上宮 
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原地帯になっている。かつての神秘的な森が復活するには数百年の時間が必要であろう。現在中岳山頂

では上宮の修復工事が行われており、産霊神社より上は立入禁止区域となっている。中岳から北岳を通

って高住神社へ、また中岳から南岳を通って鬼杉へと登山道が延びている。 

 上記の縦の道とは別に、奉幣殿から西へ水平に延びる道がある。それは英彦山西斜面に広がっていた

修行場を繋ぐ古道である。また、この道は歴史の項で後述する回峰行の重要な道であった。大きく分け

ると上の道と下の道の二本になるが、この二つの道に挟まれた地域には、いくつもの窟や奇岩がそびえ、

多くの神仏が祀
まつ

られている。 

 上の道は奉幣殿から石段を上り右折して入る道で、智室谷
ち む ろだ に

に繋が

っている。智室谷は江戸時代まで多くの坊舎があった場所で、現在

でも坊舎跡の苔むした石垣を見ることができる。智室谷の先で道は

二つに分かれ、左に行けば、梵字岩
ぼ ん じい わ

、四
し

王
おう

寺谷
じ だ に

、三呼峠
さんことうげ

、大南
おおみなみ

神社

を経て鬼杉に至る。これらはいずれも重要な修行の場であった。 

 智室谷の先の分岐を右に行けば、玉屋谷、玉屋神社に至る。玉屋

谷は英彦山の開山伝承がある最も古い修行の場であり、ここにも山

伏の坊舎跡が多く残っている。玉屋神社は巨岩の下にはめ込むよう

に拝殿が建てられている。ここは英彦山四十九窟
くつ

のうちの一つ

般若窟
はんにゃくつ

である。この道は玉屋神社からさらに尾根を越えて鬼杉に至

る。 

 下の道は旧英彦山座主院
ざ す い ん

跡（現在は九州大学彦山生物学実験施設）

の入口脇から山腹を縫って上仏来山分岐を通り、大きな沢を渡渉し

た後、尾根を越えて玉屋神社へ至る。この道はかつて座主院の下に広がっていた坊舎や家臣の屋敷と玉

屋谷の坊舎間の連絡に使われていた古道である。この道は玉屋谷で上の道と合流している。なお、沢の

渡渉後右折すると大南林道の汐井川駐車場に出る。  

 英彦山は遠賀川の源流の一つであるが、最も奥深く県境付近まで食い込んでいるのは遠賀川水系の汐

井川である。この川に沿って大南林道が延びているが、569m 地点で汐井川を渡り黒岩山と障子ヶ岳の

間を抜けて岳滅鬼峠へ至る道がある。峠には「從是北豊前國小倉領（是より北、豊前の国小倉領）」と

書かれた古い石碑が建っており、この道が日田へ抜ける古道であったことがわかる。岳滅鬼峠から右折

すると福岡、大分県境の稜線をたどり、岳滅鬼山を経て斫石峠
きりいしとうげ

に至る。 

 今度は目を英彦山北斜面に転じてみよう。英彦山の北斜面は標高８００メートル程度のなだらかな高

原地帯になっている。この高原の真ん中に「彦山町」から豊前坊高住神社まで参道が延びている。この

参道に沿って国道５００号線が走っている。現在九州自

然歩道になっているこの道を東に行くと、別所谷を抜

け、バンガローが建ち並ぶ英彦山野営場を過ぎ、「スキ

ー場」と呼ばれる広い茅原に出る。ここは屋根を葺く茅

の供給地として村の入会地であった。参道はスキー場、

英彦山青年の家を経て豊前坊高住神社に至る。 

 なお、スキー場から尾根伝いに中岳に至る道がある。

この尾根は北西尾根と呼ばれ、自然林が美しい尾根であ

るが、現在は上宮工事用資材の運搬用モノレールが設置

梵字岩 

スキー場 
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され、通行することができない。 

 豊前坊高住神社のさらに東側の薬師峠から、裏英彦山道と呼ばれる道が延びている。この道は英彦山

の南東斜面、南斜面を巻いていく道である。ほとんどが原生林に覆われ、動植物も多様で深山幽谷の趣

が漂うすばらしい道である。北岳分岐を過ぎ、苔むした岩石地帯といくつかの尾根を越えていくと、ケ

ルンの谷に至る。ここから右折すると中岳と南岳のコルに出る。直進すると鹿の角の下を巻いて鬼杉に

至る。 

  

３ 大回峰と峰入りについて 

 今回の登山大会のコースは、いずれも古い歴史を持った修行の古道をたどるルートである。比叡山や

熊野古道において、連日山をめぐる回峰修行が行われているのは、テレビなどでもしばしば報じられる

が、英彦山でも同様の修行が行われていた。 

 一つは大 廻 行
おおめぐりぎよう

と呼ばれる。これには内廻路
うちめぐりみち

（小修尾
しようしゅび

とも言う）と外廻路
そとめぐりみち

（大修尾
だ い しゅ び

）の二つのコース

がある。現在の地名で言えば、前者は奉幣殿→英彦山青年の家→高住神社→鷹ノ巣山（一の鷹巣）→薬

師峠→北岳→中岳→南岳→大南神社→梵字岩→玉屋神社→下宮→奉幣殿という約１３km のコースであ

る。このコース内に７４の拝礼の場所が設定され、山伏達はここで祈りを捧げながら回峰行を行った。 

後者は今となっては不明の箇所もあるが、内廻路のはるか外側をめぐる約３０km のコースであった。

この外廻路が江戸時代の英彦山霊仙寺領であったのではないかという説がある。 

 今ひとつは春峰
はるみね

、夏峰、秋峰と呼ばれた三季入峰
さんきにゅうほう

である。このうち春峰について詳しく説明してみよ

う。春峰は２月１５日から４月１０日の５５日間、山岳を巡り歩きながら激しい修行を行った。ルート

は今回の大会コースと一部が重なっている。山伏達は、英彦山→岳滅鬼山→釈迦ケ岳→大日岳→小石原

行者杉→馬見山→古処山→大根地山→宝満山というルートをたどった（帰りは平地の里道を歩いた）。

単に登山をするだけではなく、不眠不休に近い修行を連日行いながら山を歩き、一日に手のひら一杯の

米が与えられるだけで体力的にも極限状態に近く、途中で命を落とす者もいた。馬見山に登る途中の栗

河内分岐にある「ハンドウ仏」はそうした山伏を葬った塚であり、三季入峰のルート上には何カ所か同

様の伝承を持つ塚が今に残っている。古の修行者達が命をかけて修行した古道が今回の大会コースであ

る。 

 

４ 英彦山の歴史 

 英彦山は奈良時代以前から非常に長い歴史を持っており、詳しく述べると途方もない量になってしま

う。ここでは、英彦山登山で知っておくとよいと思われる最小限の事項のみを精選して簡潔に述べるこ

とにする。 

 ・奈良時代以前 

  中国北魏
ほ く ぎ

の僧善正
ぜんしょう

やその弟子忍辱
にんにく

（俗名藤山恒雄
ふじやまこうゆう

、一説に藤原とも）による開山伝承や、役小角
えんのおづの

によ

る開山伝承、あるいは宇佐弥勒寺
み ろ く じ

別当の法蓮による中興伝承が伝わっているが、最新の研究によれば、

これらの伝承は、英彦山の起源を仏教伝来以前に置きたいという中世（鎌倉、室町時代）の創作と考え

られている。しかし、出土品などから奈良時代以前から英彦山が信仰の場であったことがわかっている。

モデルとなった人物もいたのかも知れない。 

・平安時代 

 「彦山」（この時代はまだ「英」を付けずに表記）の名が史料に初めて見えるのは、『本朝世紀』の
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嘉保
か ほ う

元年（１０９４年）の項で、彦山の衆徒
し ゅ と

（僧兵）が大宰府に強訴
ご う そ

し、長官の藤原長房
ふじわらのながぶさ

は京都に逃げ

帰ったという記事である。平安末期は奈良興福寺や比叡山の悪僧が権勢を振るっていたころで、彦山で

もすでに強大な寺院勢力が存在していたことがわかる。また、養和元年（１１８１年）には後白河法皇

によって京都新熊野
い ま くま の

社の荘園として彦山が指定されている。 

・鎌倉、南北朝時代 

 平安時代以来の本地垂迹説
ほんじすいじゃくせつ

の流行に伴って、彦山南岳は釈迦如来が伊邪那岐命
い ざ な ぎ の み こ と

として垂迹
すいじやく

した俗体
ぞくたい

岳、中岳は千手観音が伊邪那美命
い ざ な み の み こ と

として垂迹した女体
にょたい

岳、北岳は阿弥陀如来が天忍穂耳命
あめのおしほみみのみこと

として垂迹

した法体
ほったい

岳（仏の形の山）であると考えられるようになった。垂迹とはインドの仏が日本の神の形を取

って現れることで、こうした神を権現
ごんげん

と呼ぶ。これを彦山三所権現
さんじょごんげん

と言い、この後長く彦山信仰の基本

形となっていく。また鎌倉時代に書かれた『彦山流記
ひ こ さ ん る き

』によれば、山腹には霊仙寺
りょうせんじ

があり、これを取り

巻く多数の寺院や庵に４００人に及ぶ僧侶が修行していた。宗旨は天台宗であったが修験道の修法はま

だ記録にない。その領地は七里四方に及び、守護に租税を納めなくてよい権利「不輸権」を保持してい

た。 

 南北朝時代の正慶
しょうけい

２年（１３３３年）に後伏見天皇の皇子安仁親王
やすひとしんのう

を彦山座主に迎えた。親王は僧と

なって助有法親王と名乗ったが彦山には住まず、筑前国黒川（現、福岡県朝倉市黒川）に黒川院という

御殿を建てた。黒川院は七里四方の西南の隅に位置し、筑前・筑後・肥前との連絡が容易であるため、

英彦山の経済的な拠点ではなかったかという説がある。 

この助有法親王以来座主は世襲制となり、現在の高千穂宮司家に続いている。この黒川院は江戸時代

まで続いた。 

・室町、戦国時代 

  室町時代には彦山の修験道が確立し隆盛期を迎えた。七里四方の寺領を「七里結界」とし、結界内の

村々には大行事社（高木神社）を鎮守神として配置した。現在でも地図上に大行事という地名や高木神

社を多く確認できるのは、この名残である。山伏達は修験道系の「行者方
ぎょうじゃかた

」、天台仏教系の「衆徒方
し ゅ とか た

」、

神道系の「惣方
そうかた

」に分かれ、それぞれの神事や仏事を執り行った。修験道で最も重要な入峰（峰入り）

も行者方によって春･夏･秋の三季実施されるようになった。また不輸権に加えて不入権も獲得し、北部

九州の一大宗教勢力となっていった。 

 しかし、戦国時代になると佐賀の龍造寺氏や、豊後の大友氏が彦山を己の陣営に取り込もうとし、こ

れを拒んだ彦山側との戦いが起こり、山内
さんない

は焦土と化した。彦山座主は彦山防衛のため山内に座主院を

築き、黒川から移ってきて、代々の住居とした。座主院跡（現在九大生物学実験所）の壮大な石垣に英

彦山座主の権勢を偲ぶことができる。 

 天正１５年（１５８５年）に豊臣秀吉の九州征伐

によって九州は平定された。秀吉は七里結界の荘園

を没収し、彦山は一時非常に窮乏したが、江戸時代

になると徳川幕府によって、不入権や九州一円に檀

家を持つことを認められた。また豊前領主となった

細川氏、肥前領主の鍋島氏、筑前領主の黒田氏など

の庇護を受け、再び繁栄の道を歩み出した。細川

忠興
ただおき

は霊仙寺大講堂（現在の奉幣殿）、鍋島直
なお

茂
しげ

は

下宮
しもみや

と上宮
じょうぐう

の拝殿、その子の勝茂は銅鳥居
かねのとりい

を建立奉 銅鳥居 



- 6 - 

納している。 

・江戸時代 

   彦山は平安時代以来京都聖護院
しょうごいん

の末寺という扱いであったが、聖護院を相手に訴訟を起こして勝訴

し、元禄９年（１６９６年）に幕府から「天台修験別格本山」として公認された。寛文１１年（１６７

１年）には小笠原氏が門前集落のほぼ中央部に町屋３０軒の「彦山町」を新設した。宿屋や商家の他、

歌舞伎小屋まであり、参拝客の息抜きの場としてたいへん賑わったという。宝永年間（１７０４~１７１

１年）に彦山の人口は最高に達した。坊舎や庵室の数は５５７、僧俗併せた総人口は３０１５人という

記録が残っている。  

 享保１４年（１７２９年）には霊元法皇より「英」の字を賜り、以後英彦山と表記するようになった。

この頃が英彦山の最も栄えた時期である。 

・明治時代~現代 

  幕末の混乱期には、長州藩に加担する尊皇派の山伏と、小倉藩に加担する佐幕派の山伏に別れて抗争

が起きた。小倉藩は英彦山を襲撃して尊皇派の山伏を捕らえ、投獄や斬首を行って弾圧した。現在庭園

跡のみが残る政所坊なども、この時に当主が逮捕・処刑されて断絶した坊である。やがて明治新政府が

成立すると尊皇派の山伏はその報復を行った。同時にその一部は神兵隊という狂信的な結社を作り、過

激な廃仏
はいぶつ

毀釈
きしゃく

運動を起こした。これによって山内にある仏像、仏具、経本など、あらゆる仏教的なもの

が破壊され焼却された。大講堂（現在の奉幣殿）にも火を掛けるところだったが、山火事を恐れて思い

とどまったという。 

 この争いに加えて、明治元年（１８６８年）の「神仏分離令」と明治５年の「修験道廃止令」によっ

て山伏達は生活の糧を失い、英彦山修験道は壊滅的な打撃を受け、山伏や僧侶を辞めて山を下る者が相

次いだ。坊舎は壊されて田畑となっていった。 

 英彦山霊仙寺は明治４年に国幣小社英彦山神社、同３０年に官幣中社となり、昭和５０年（１９７５

年）に英彦山神宮となった。 

 英彦山が賑わいを取りもどしたのは、昭和１０年代に始まった産業安全祈願祭である。英彦山の北麓

には筑豊炭田が広がり、その北側には北九州工業地帯があった。昭和１１年の鉱山安全大祈願祭を初め

として年々規模が拡大し、福岡県知事も出席する盛大な祈願祭となった。しかし戦後のエネルギー革命

によって炭鉱では閉山が続き、北九州の工業地帯もかつての勢いは消え、現在では祈願祭の規模は縮小

されている。 

 また戦後一時期は、福岡や北九州の都市圏から近い観光地として賑わったが、しだいに客足が遠のい

ていったのは先述したとおりである。 

 おそらく長い歴史を通して、英彦山の人口が最も減少した時代は今この時であろう。今後の英彦山が

どのような歴史的展開を見せるのか、今のところ誰にもわからない。しかし人間の営みは消えても、悠

久の山河は昔のままの姿を我々に見せてくれる。英彦山の山に分け入り、心を澄ませてみてほしい。き

っと先人達が感得した神の息吹を感じ取ることができるだろう。今大会で、深い森や暗い岩窟を見て遠

い昔に思いをはせ、英彦山の明るい未来を祈っていただければ幸いである。 

福岡県高体連ＯＢ 佐々木英治 

 参考文献：『増補英彦山』田川郷土研究会編・葦書房 

      『英彦山修験道の歴史地理学的研究』長野覚
ただし

著・名著出版 

      『英彦山の宗教民族と文化資源』白川琢磨編・木星舎 
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 大会コース案内   太字下線は主要地点 

１日目：英彦山南岳コース（メインザック 隊行動） 

英彦山青年の家を出発し九州自然歩道に入ると，右の方が別所駐車場，左の方が豊前坊になっている

ので左に進む。この自然歩道の区間はヒノキも混じるが大半はスギの植林地帯となりこの中を歩く。途

中車道に降りる場所があるがそのまま自然歩道を歩き途中から石畳の歩道となっていく。歩道の終点か

ら車道に出る。この車道は国道５００号線であり時折車も通行するので注意して通行しよう。国道５０

０号線に出ると間もなく豊前坊（高住神社）に到着する。駐車場にはトイレがある。また、サクラの開

花時期やイロハモミジの紅葉時期は非常に混雑する。右側の高住神社方面に進むとそのまま登山道にな

り北岳へと向かう。今回は薬師峠方面に進むのでそのまま国道を進もう。車道の脇にはマツカゼソウや

ナガバヤブマオが多くみられ，これらはニホンジ カが全く食べないため急速に増加している。 

しばらく歩くと左に県道４５１号線があり，これは油木ダム方面に行くので間違えないように右方向

の国道を進む。この辺りからはビュート地形が特徴的な鷹ノ巣山が目の前に見え，登行意欲をそそられ

る。その先すぐ左側に数台止められる駐車場があり，道を挟んで右側にコンクリートで舗装された林道

がある。ここまで国道を歩いてきたが，英彦山青年の家からここまでの道は九州自然歩道に指定してあ

る。ここで，その九州自然歩道と別れ，右の林道へと入る。車が通行できないようにゲートがあるので

ゲートの脇から進んでいく。この付近はススキやサンショウが点在しており，舗装路を進んでいくと左

に鷹ノ巣山へと登る薬師峠登山口がある。そのまま進むと切り通しされた薬師峠に到着する。 

さらにここを下っていくと右側に裏英彦山登山口の看板が小さく見あるので，見落とさないように注

意して裏英彦山道に入ろう。最初はスギの植林地帯を歩く。登山道にスギの倒木があり迂回しながら進

むので，ルートから外れないように確認しながら進んでいく。しばらく登っていくと，スギからヒノキ

の割合が多くなってくるので違いが確認できる。また，後ろを振り返ると鷹ノ巣山が見えてくる。スギ

・ヒノキの植林地帯を過ぎると，ミズナラやシロモジ等の自然林になってくる。一旦尾根に出て進むと

すぐに直線の尾根線上に北岳分岐が現れるが，左方向にトラバースしてケルンの谷方面へ進む。 

ここからは見事な自然林の中を，谷と尾根の張りだしを繰り返しトラバースしながら進んでいく。特

にブナ・モミ・ツガの大木が圧倒的な存在感を出している。足元は時折岩場となっており，浮石の可能

性もあるので声を掛けあいながら進もう。しばらく歩くと，

山とは反対側に登山道が左にカーブしている。ここを曲がる

とすぐに右下方面にケルンの谷まで下りとなる。歩行中に落

石しないよう，もし落石させたり落石に気づいたら「ラク！」

の掛け声で周囲に知らせる事。谷までたどり着いたら名前の

通りケルンがいくつもありケルンの谷の看板が設置されて

いる。看板の後ろの大岩から生えているシオジが印象的だ。

他にも３枚の小葉がつくミツデカエデも見られる。 

ケルンの谷を通過すると再び登りになる。籠
こもり

水
みず

峠方面へ

と進んでいくが，すぐに分岐となり，右側の沢の方に進む。

沢を登っていくと２つ沢の出会いとなる。ここを右側の沢に沿うように登っていく。登りつめると急登

が緩やかになり，辺りにはツクシシャクナゲやアブラチャンの群生が広がっている。このまま中岳と南

岳の鞍部を目指して進んでいくが，最後の登りが今回の最大の急登となるので最大限の注意を払って登

る。また，足元にはアザミが群生しており，不用意に手をつくとトゲで怪我するので手袋を着用し注意

ケルンの谷 
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して欲しい。急登を登りつめると中岳と南岳のコルに到着する。尾根筋にはブナ・アブラチャン・ムシ

カリが目を引く。右が中岳，左が南岳となっているので左に進む。すぐに左に逸れる迂回路があるが，

山頂に向かうのでまっすぐ登っていく。登り始めると，これから令和 7 年度まで改修予定の上宮が後方

に見える。そのまま登りつめると英彦山南岳となる。南岳は英彦山の最高峰で１１９９．５ｍあるが，

木々に囲まれていて展望はあまり望めない。以前はすぐ下に展望台があり，それに上がると周囲の山々

を見渡せたが，現在は撤去されてコンクリートの基礎だけが残っている。 

南岳からは材木石方面へ下っていくが，鎖場を数カ所通

過したところで左側から山頂迂回路と合流する。この後も

鎖場を通過するので慎重に進んでいく。鎖場の部分は展望

が開けており，正面に岳滅鬼山・岳滅鬼岳の稜線がよく見

える。鎖場通過後は右側の谷側がよく見え，紅葉の時期は

素晴らしい景色である。さらに進んでいくと，春には白い

花が登山道を覆いつくすように咲いているハイノキが群

生している。ここを下ると一度展望がよい岩場横を通過す

る。この岩場からは下方向に馬の背やスギ・モミの巨木が

見える。余裕があればぜひ見てほしい。ここを通過すると

目の前に大きなスギが現れる。横を通過してさらに進むと材木石に到着する。材木石はマグマが急に冷

えて固まったときにできた安山岩の柱状節理で，材木を積み重ねたように見えることから，このように

呼ばれている。この付近はガレ場となっており，ここも落石に注意して進む。ガレ場を過ぎるとホウノ

キやイヌブナなど植生が少しずつ変化していく。また，ミ

ヤマクマワラビも点在している。 

右側に三呼峠分岐が現れるが，一つ目は通過して直進す

ると２つ目の三呼峠分岐となる。直進すると２００m 先に

鬼杉があるが，今回はここで右折する。馬の背の脇の鎖場

と岩場に刻んでいるステップを使ってあがっていくと

大南
おおみなみ

神社が目の前に現れる。大南神社から右手へ細いトラ

バースに設置された木道を進んでいくと，先程の１つ目の

三呼峠分岐からきた道と合流する。ここを左折しアップダ

ウンを数回繰り返しながら三呼峠，衣が池，四王寺の滝分

岐，世界最大の梵字岩分岐を通過する。この区間の植生はスギの植林地帯やモミ，ツガがある。三呼峠

分岐に到着すると左が玉屋神社方面で右が奉幣殿方面となっているので右に進む。虚空蔵分岐や九大生

物研究所分岐を通過し進んでいくと前方に奉幣殿が見

えてくる。この付近の植生はイチョウが目立つ。石の

階段の踊り場に到着すると，右への登りが中岳上宮方

面で，左に下るとすぐに奉幣殿である。左にくだって

奉幣殿に到着する。階段の左側にはツクシシャクナゲ，

その先に天ノ水分
あめのみくまりの

神
かみ

と呼ばれる湧水，池の奥にはヒコ

サンヒメシャラ，さらに奥がスロープカーの終点とな

っている。 

大南神社 

材木石 

英彦山神宮 奉幣殿 
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奉幣殿を回り込むように右に曲がって下っていくと，英彦山修験道館がある。この付近は春にはミツ

マタの花が咲いていたが，現在は名前の通り枝が三又に分かれているのが特徴的で見つけやすい。また

イロハモミジもあり紅葉の時期は素晴らしい景観である。そのまま進んでいくと，再び歩道に入りスギ

の植林となる。一度車道を横断し左前の登山道へ進む。そのまま進んでいくと鷹巣高原ホテルの下を通

過する。さらに少し下ると，分岐があり，直進別所，右折鷹巣原駐車場となっているので右折する。し

ばらく進むと正面に鷹巣原駐車場が現れる。ここから右方面に登り，車道を横断して再び登山道に入る。

登っていくと再び車道を横断し，左前方へ２０ｍ程車道を歩くとここから登山道になる。右手に英彦山

野営場を見ながら進んでいくとススキの草原，英彦山青年の家のバンガロー，右のバードライン分岐を

通過し，英彦山青年の家に到着する。 

 

 

２日目：岳滅鬼山コース（サブザック 隊行動，チーム行動，パーティー行動）  

英彦山青年の家から左が豊前坊，右が鷹巣原高原の状態で右に進む。すぐにバードライン分岐がある

が，現在上宮の工事のため通行禁止となっている。その分岐を通り過ぎ，樹林帯を抜けると，左側にス

スキの草原である鷹巣原高原が開ける。さらに進むと英彦山野営場を通過し，鷹巣原駐車場へと向かう。

ここまでが隊行動である。ここからチーム行動になるので，間違えないように行ってもらいたい。鷹巣

原駐車場を出てまっすぐ進むと丁字路になっているので，これを左の奉幣殿へ進む。鷹巣高原ホテルを

通過するとミツマタの群生やヤブツバキが見られる。車道を横断し左の尾根側に向かって進んでいく。

しばらく登山道を進むと英彦山修験道館と呼ばれる大きな建物が現れる。ここを通過するとすぐに奉幣

殿に到着する。 

ここには天ノ水分神と呼ばれる湧水や英彦山ヒメシャラ・シャクナゲ，また，スロープカーの終点で

もあり一般の参拝者も多い。左側の階段を登り直進が英彦山上宮，右折が鬼杉の分岐を右に進む。この

区間はスギの植林地帯である。２０分ほど進むと三呼峠分岐となり，まっすぐが玉屋神社，左が前日向

こう側から歩いてきた大南
おおみなみ

神社方面で，今回はまっすぐ進む。峠を越え，下っていくと玉屋神社に出

る。玉屋神社からさらに少し下ると三叉路になっているので，これを右手前方向へ曲がり，林道跡を下

っていく。大南林道と出会ったところが汐井川渡渉点である。ここを気を付けて対岸へ渡ると，登山道

が続いているので，これを登っていこう。途中，林道の跡と思われるところや橋台の跡などが見られる。

再び大南林道と出会ったところが，深倉分岐である。チーム行動はここまでで，ここからは顧問の先生

と山を楽しみながら歩こう。 

この深倉分岐は林道と山道が交差している四つ角となっているが，まっすぐ岳滅鬼峠へと進む。ここ

から登っていくと壊れた小屋が現れるのですぐ横を通過して左側へと進む。登山道を注意して進むと岳

滅鬼山登山口の看板がありここから右側の登山道へと進む。 

２０分ほど登ると岳滅鬼峠に到着する。ここから左は石楠花の頭，右は岳滅鬼山方面となり右へ進む。

ここから尾根ルートはブナの自然林やシャクナゲの群生のなか進んでいく。途中三か所ロープやハシゴ

が現れるので浮石や落石，踏み外しに注意して進んでいく。最初はハシゴが設置されている。ここは長

い距離ではないので前の人がハシゴを通過したのを確認して登り始めてほしい。２番目は長いロープに

なっている。ロープを使わなくても足場を確保しながら登ることができるが，急にロープをもって体重

をかけると他の人に危険が及ぼす可能性があるので，ロープを持つ場合は周りに声をかけて欲しい。右

側の木々の間にもルートができている。最後の難所はロープとハシゴの組み合わせになっている。上の



- 10 - 

ハシゴで停滞すると下のロープの途中で待機することになるので上の状況をよく見ながら確認して進

む。ハシゴを通過した後も石が崩れやすくなっているので注意しながら進む。ここを通過するとシャク

ナゲの群生となり岳滅鬼岳に到着する。山頂を通過し下っていくと目の前に岳滅鬼山が見える。ススキ

の草原を登りきると岳滅鬼山に到着する。北に福智山，南にくじゅう，東に由布岳と展望が開けている。 

岳滅鬼山を越えて尾根伝いにさらに進む。左に伸びている尾根に入ったりしないよう気を付けながら

テープなどを頼りに進んで行くと，三
み

国境
くにさかい

に着く。ここは現在，福岡県と大分県の県境に過ぎないが，

旧国名では，筑前，豊前，豊後の三国の境であったのである。これを左に行くと浅間山の方に下って行

ってしまうので，右の尾根の方に進路をとる。深倉越を通過ししばらく進むと宝珠山
ほうしゅやま

に着く。ここは右

の尾根に行かないよう注意して左の方に進む。さらにアップダウンを繰り返しながら尾根伝いに進んで

行くと，釈迦ヶ岳分岐に着く。ここから標高 40m を登れば釈迦ヶ岳であるが，これを左手前に曲がっ

て下っていく。途中，25,000 分の 1 地形図の道とずれてい

る部分があるが，テープなどの道標がついているので，そ

ちらを進んでほしい。釈迦ヶ岳から下ってきた道と合流し

てすぐに左に下る道がついているので，これを下りきると

斫石峠に到着する。ここから県道の舗装路であるが，ゴー

ルは筑前岩屋駅なので車に気を付けて車道を下っていっ

てもらいたい。 

  

斫石峠 
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大会日程 

 第１日(7／7)（金） 第２日(7／8)（土） 第３日(7／9)（日） 第４日(7／10)（月） 

4：00 

5：00 

6：00 

7：00 

8：00 

9：00 

10：00 

11：00 

12：00 

13：00 

14：00 

15：00 

16：00 

17：00 

18：00 

19：00 

20：00 

21：00 

22：00 

 

 

 

 

 

 

 

専門委員長会 

受付 

監督ﾘー ﾀ゙ ｰ会議 

開会式 

競技開始 

 

 

  

 

 

消灯 

起床 

 

英彦山青年の家出発 

豊前坊・薬師峠 

北岳分岐・ケルンの谷 

英彦山南岳・材木石 

大南神社・三呼峠分岐 

奉幣殿・鷹巣原駐車場 

 

英彦山青年の家 

 

 

幕営 

 

リーダー会議 

監督会議 

 

消灯 

起床・ 

 

英彦山青年の家出発 

鷹巣原駐車場 

奉幣殿・三呼峠分岐 

玉屋神社・汐井川渡渉点 

深倉分岐・岳滅鬼峠 

岳滅鬼岳・岳滅鬼山 

三国境・宝珠山 

釈迦ヶ岳分岐 

斫石峠・筑前岩屋駅 

バス乗車 

原鶴温泉到着 

 

 

夕食 

 

 

消灯 

 

 

起床 

朝食 

 

受付 

閉会式 

解散 
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荒天対策 

７月７日に起こった場合 

 地震（震度 5 弱以上） 台風・気象警報以上 
大雨注意報 

雷注意報発表時 

７月 ７日 
大会中止 

早期帰還準備 

宿泊所待機 

行動中止 
通常行動 

７月 ８日 帰宅完了 通常行動 通常行動 

７月 ９日  通常行動 通常行動 

７月１０日  通常行動 通常行動 

 ７月８日に起こった場合 

 地震（震度 5 弱以上） 台風・気象警報以上 
大雨注意報 

雷注意報発表時 

７月 ８日 
大会中止 

早期帰還準備 

宿泊所待機 

行動中止 
通常行動 

７月 ９日 帰宅完了 通常行動 通常行動 

７月１０日  通常行動 通常行動 

 ７月９日に起こった場合 

 地震（震度 5 弱以上） 台風・気象警報以上 
大雨注意報 

雷注意報発表時 

７月 ９日 
大会中止 

早期帰還準備 

宿泊所待機 

行動中止 
通常行動 

７月１０日 帰宅完了 通常行動 通常行動 

 ７月１０日に起こった場合 

 地震（震度 5 弱以上） 台風・気象警報以上 
大雨注意報 

雷注意報発表時 

７月１０日 
大会中止 

早期帰還準備 

大会中止 

早期帰還準備 
通常行動 
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連絡先 

・福岡県高体連事務局 

〒816-0052 福岡市博多区東平尾公園 2-1-14 

  スポーツ科学センター（アクシオン福岡）内 

TEL:092-621-9394 FAX:092-621-9431 

 

・登山専門部事務局  

   〒815-0041 福岡市南区野間 2-13-1 

   福岡県立筑紫丘高等学校内 

   TEL:092-541-4061 FAX:092-542-1470 

 

[現地本部] 

○ ７月７日（金）～９（日） 

英彦山青年の家  田川郡添田町英彦山 32-18 TEL0947-85-0101 

○ ７月９日（日）～１０日（月） 

  原鶴グランドスカイホテル 福岡県朝倉市杷木久喜宮 1820−1 TEL:0946-62-1951 

 

 


